
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

【分析】

「自分の考えを発表する機会では、自分の考
えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組
み立てなどを工夫して発表していた」と回答
した児童の割合が、全国を上回っている。

○

児童質問紙

「理科の勉強は好き」と回答した児童の割合
が、全国及び全道を上回っている。

○

■黒松内町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：15人）

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上
回っている。

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

教　　　科
算数Ａでは、「数と計算」「数量関係」で全国
を上回っている。

○

理科では、「物質」「生命」「地球」で全国を上
回っている。

○

○

○

○

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及
び特別活動を通じて、学校全体として取り組ん
だことにより、「自分の考えを発表する機会で
は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組み立てなどを工夫して発表していた」
と回答した児童の割合が、全国を上回り、国
語、算数及び理科の一部の領域で全国を上回
ることにつながったと考えられる。

理科の授業において、児童の好奇心や意欲が
喚起されるよう、工夫したことにより、「理科の勉
強は好き」と回答した児童の割合が、全国及び
全道を上回ったと考えられる。

◎ 児童の実態に応じたＩＣＴを活用した授業づくりの推進
国際交流協力員による外国語活動や英会話教室の実施、町独自のイングリッシュキャンプの開催

【黒松内町の学力向上策】

◎
◎

基礎学力の定着と学習意欲の向上のための町営塾の実施

○

学校質問紙

「理科の授業において、児童の好奇心や意
欲が喚起されるよう、工夫した」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回っている。

「言語活動について、国語科だけではなく、
各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて、学校全体とし
て取り組んでいる」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。
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【生徒質問紙調査】
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

○ 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分か
ら取り組んでいた」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

国語A・Ｂでは、全ての領域で全国及び全道
を上回っている。

習得、活用及び探究の学習過程を見通した指
導方法の改善及び工夫をしたことにより、「課題
の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいた」と回答した生徒の割合が、全国を上
回ったと考えられる。

○

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を
行ったことにより、授業改善が図られ、「理科の
授業の内容はよく分かる」と回答した生徒の割
合が全国及び全道を上回り、理科の「化学的領
域」「地学的領域」で全国を上回ったと考えられ
る。

○

「理科の授業の内容はよく分かる」と回答し
た生徒の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

○

数学Ａでは、「図形」、Ｂでは、「数と式」「資料
の活用」で全国を上回っている。

理科では、「化学的領域」「地学的領域」で全
国及び全道を上回っている。

■黒松内町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：26人）

○

○

【教科全体の状況】

【分析】
○

学校質問紙

教　　　科

○

生徒質問紙

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を
よくしている。

○ 習得、活用及び探求の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をよく行った。

【黒松内町の学力向上策】

国際交流協力員による外国語活動や英会話教室の実施、町独自のイングリッシュキャンプの開催
◎

◎ 生徒の実態に応じたＩＣＴを活用した授業づくりの推進
◎

基礎学力の定着と学習意欲の向上のための町営塾の実施
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